
.‘t c6 l) 

しぼったクリームにさわらないようにして、風通しのよいところヘ量いておきましよう。

描 lま献 で菌まってきますが、革まで鑓 にかわくにはト 4白かかります。都立;な

わ ヂコレー予ヨ-;"'11'"魚わったら・・・ できあがった硝臥とっておけるよ!
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※完成品は水にぬらさないでください。
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ーお客織へー
この度は、弊社製品をお買い上げいただきまして、誠lζありがとうございます。
弊社では、より良い製晶をお届けするために、常に研究・改良を行っております。
そのため、生産ロットにより多少仕機が異なる製品がございますが、ご了承くだ
さい。品質には万全を期しておりますが、万一お気づきの点がございましたら、
下記までご連絡ください。

'1'300-4193 茨城県土浦市藤沢3647・5

(株)エポック社お客様サービスセンター TEL.029圃862・5フ89
(電話語号は間違いの主主いよう、よく確かめてからおかげください。}
〔電話受付時間〕月~金曜日(祝・祭日及び弊社特休日を除く)10時-12時、13-17時

白釜ゃキャップのウラに語ったクリームは、つまようじを語ってかき畠したり、
あろ
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排水管がつまる恐れがあります。
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※白金とキャッブは別売りの「ホイッブるクリームJIこも使用できます。使いきったふくろは、すててください。

.~j~蔀詰があります。急融.量忌の走髄がありますので、 3寺、呆請のお争議lこは詣錨に草えないで
ください。

・総 詰は長べ輯ではありません。白の革には蹴 以れないでください。譲って最み旬、猷

な拳設につながる長議があります。芳L、最み込んだ塩蓄は岳前iこ詰議してください。
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・鉱員10:よって主主れなどが握じる蕩苔があります。
長命10:呉揮を詰じたときは倭踊を市止し長命に詰

ださい。 議してください。

.ポールチェーン・わゴムは語などに奉き品けたりし ・白釜は良蕗宝、築った傘芽があります。愈り箪いに
ないでください。血が鐘わなくなり走髄で弘 は平芽室差してください。

・ホイツプるクリームを茸・轟・白などにえれないでくだ ・Aの遺くや話通.多逼の蕩説、面指自主の皇たる通
さい。芳二、白lこ文ったときは、すぐに笑躍の京で詫ぃ 訴での償措ゃ保替は存わないでください。
諾し、監尚lこ詰議してください。茸.躍などに丈った蕩 ・製誌やf鴻 誌は、償請首苗以外、のことには侯鼠しな
蓄は、紬ζ恥うとせず、闘に織 してください。 いでください。

・ホイツプるクリームを詰った李で、白をこすらないで .這舗装は楢富訟、ですので、筒卦径はすぐに逢ててく

ください。 ださい。量鼠輩を詣から詰ったり、議を量ったりしな

・長倉ゃ茎髪などにiI¥イツプるクリームがf言語した いでくださし、
ときは、蓮やかに革またはぬるま急で議ぃ諾して ・はさみを侯菌しますので、敢り誌いに窪差してくだ

ください。ホイツプるクリームが{をいたまま鼠童 さい。
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侯晶主の涯最

・ホイツプるクリームの謹白で韮誌や邑素が持政してい ・語れてもかまわない場競とi主義で謹んでください唱
る急苔があります弘詰員主前通はありません。詰踊 .ホイツプるクリームを義裁.象真.蕗.釜などにゐけ

暑に量って、韮伝活よく桑んでからと金局くださし、 ないように謹議してくださL、

・ホイツプるクリームは、廷に当たると邑があせる蕩 ・ホイツプるクリームが義績などに品いた場蓄は、単
苔があります。舗前のヲリーム暗にえれて、綿 催繍などで蓮やかに提ってください。輔がわ

訴に保管してください。できあがった砕晶は量弱固 と議ちにくくなる場苔があります。

品を金け、廷の主たらない場訴に長谷してください。 ・議員.蓋協の最歯になりますので、ポールチヱーン

・簡詩径は蓮やかに盈ぃ由ってください。 を~Iっ義ったり、基巌詰lこ議室な売を泊えたりしな
・ホイツプるクリームは荻藩症です。発厳島は延などに いでください。
濡らさないでくださ川

fiiIi翠軍軍'・わゴム・はさみ

・いらない諾ゃ結晶畿などの芙きな議(杭が語れないように半にしきます。)

・ウエットティッシユ(または、撞らせたキッチンペーパ一、ぬれ希市など)
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デコレーシヨツする歯に

対して、まっすぐに

(垂直に)持ちます。

肯定ききの丈は蓄にうつしてかくにんしてみてねl
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まっすぐの位置から、

手のひらを上に向ける

ようにねかせます。

日岡一伊良 問団
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圏己員お手当克F令
口先をデコレ寸シヨンする函から少しだけはなして、

しぼり蕗めてね!宇の触はGTだよ!

しlまる芳をゆるめて. 
かるく押しつけてから

主主にま|きEげます。
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園己員お除手~æ，
口先をデコレーションする面から少しだけはなして、

しぼり蕗めてね!勃触は CaTだよ!
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百発をデコレーションする茜から長しだけはなして、しぼり踏めてね!主の詰虚は《霊惨 だよl
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「しんJのまわりに
まきつけるように

ゆっくりとしぼります。
〈ちがね

。金をカップケーキに
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押しつけないでね!

凶，め 凶ぅ。

2周回も、おなじように 3周目をしぼったら

たっぷりしぼりましよう。 しぼる完をゆるめて

日莞をかるく鼻しつけて
ま うえ

から、ゆっくりと真上に

ま|き主げます。

会たっぷり、lJlぎりだすとと 合

宇をゆっくりと勤行すとと V 

合口先16いっちキレイl己じておくこと

合ヴリーb:f)'へつできたら、ゎコμの
位置をずらす己と
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たくさんつリー仏をすて3と、
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レてください。
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Aきちんとクリームにうめこま
ないと、取れやすいので窪量!
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〈色がね さき

合キレイにしあげるコツ合 口金の先についてしまったクリームは、ウェットティッシユなと‘で・こまめにふきとりましょう!


